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〈 2015年度支部スローガン 〉

２月に行われた１泊幹事会にて、２０１５年度の支部スローガンが決定いたしました。

自ら道を切り拓き、
熱き渦を創る！

広 報 委 員 会

おおたの同友は、ホームページもあります。☞  http://www.ota-doyu.com にアクセス

大
田
支
部
長

佃 

浩
之

（
株
）ニ
ッ
コ
ー
化
学
研
究
所

経
営
者
に
朗
報
。

受
給
し
や
す
い
助
成
金
。

◎
２
０
１
５
年
度
支
部
長
挨
拶

大
田
支
部
長
と
し
て
の
同
友
会
活
動
も
3
年

を
終
え
就
任
以
来
の
課
題
で
前
に
進
め
ら
れ
た

も
の
も
出
て
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
副
支
部
長
、
幹
事
各
位
、
支
部
活
動

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
１
４
年
は
消
費
税
増
税
か
ら
は
じ
ま
り
、

国
内
需
要
は
盛
り
上
が
ら
ず
円
安
の
恩
恵
を
受

け
た
輸
出
型
大
企
業
が
収
益
を
あ
げ
る
一
方
で

輸
入
原
材
料
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
中
小
企
業
は

収
益
を
圧
迫
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
泊
幹
事
会
で
は
外
的
経
済
状
況
は
と
も
あ

れ
自
分
で
道
を
切
り
開
く
姿
勢
を
貫
き
、
そ
の

よ
う
な
マ
イ
ン
ド
を
皆
で
共
有
し
同
時
に
ち
ょ
っ

と
遠
の
い
て
い
る
会
員
さ
ん
、
そ
し
て
社
員
さ
ん

達
を
も
巻
き
込
ん
だ
熱
い
渦
を
作
れ
る
よ
う
な

大
田
支
部
に
な
り
た
い
と
の
思
い
で
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

① 

評
価
・
処
遇
制
度

 （
助
成
金
額
：
40
万
円
）

【
例
】
評
価
・
処
遇
制
度
の
導
入
、
昇

進
・
昇
格
基
準
の
導
入
、
賃
金
体
系

制
度
の
導
入
、
諸
手
当
制
度
の
導
入

（
通
勤
手
当
・
住
宅
手
当
・
転
居
手

当
・
家
族
手
当
・
役
職
手
当
・
資
格

手
当
・
退
職
金
制
度
等
の
う
ち
ど
れ

か
一
つ
）

◎
ポ
イ
ン
ト

制
度
導
入
後
の
賃
金
総
額
が
低
下

し
な
い
こ
と
。
就
業
規
則
に
明
記
す

る
こ
と
。
消
費
税
増
税
に
と
も
な
っ
て

昇
給
す
る
会
社
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

② 

研
修
体
系
制
度

 （
助
成
金
額
：
30
万
円
）

【
例
】
新
入
社
員
研
修
、
管
理
職
研
修
、

幹
部
社
員
研
修
、
特
殊
技
能
習
得
研

修
等
。

◎
ポ
イ
ン
ト

O
ff-JT

（
座
学
）
の
研
修
で
あ
る

こ
と
。
10
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

研
修
時
間
中
の
賃
金
と
受
講
料
、
交

通
費
等
の
諸
経
費
を
全
額
事
業
主
が

負
担
す
る
こ
と
。
就
業
規
則
に
明
記

す
る
こ
と
。
人
材
育
成
の
研
修
に
力

を
入
れ
る
予
定
で
あ
れ
ば
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

③ 

健
康
づ
く
り
制
度

 （
助
成
金
額
：
30
万
円
）

【
例
】
人
間
ド
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病
予

防
検
診
、
腰
痛
健
康
診
断
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
相
談
（
電
話
や
メ
ー
ル
の
み

の
相
談
は
除
く
）
の
い
ず
れ
か
の
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
。

◎
ポ
イ
ン
ト

受
診
費
用
の
半
額
以
上
を
事
業
主

が
負
担
す
る
こ
と
。
就
業
規
則
に
明

記
す
る
こ
と
。
法
定
の
健
康
診
断
以

外
で
あ
る
こ
と
。
従
業
員
の
過
労
死

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
に
よ
る
自

殺
な
ど
の
労
災
事
故
に
対
す
る
遺
族

か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
額
は
と
て
も

高
額
で
す
。
従
業
員
の
健
康
管
理
に

力
を
入
れ
て
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

働
け
る
職
場
環
境
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
助
成
金
の
詳
細
を
知
り
た
い

方
、
そ
の
他
助
成
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
１
月
に
社
会
保
険
労
務
士
大

谷
事
務
所
か
ら
「
ソ
ラ
ー
レ
社
会
保

険
労
務
士
法
人
」
と
社
名
を
変
え
ま

し
た
。「
ソ
ラ
ー
レ
」
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
、「
太
陽
の
光
」
や
「
明
る
い
日

差
し
」、「
陽
当
た
り
の
よ
い
場
所
」

な
ど
を
意
味
し
ま
す
。
お
客
様
の
職

場
を
「
明
る
く
、
暖
か
く
、
輝
か
し

く
照
ら
す
太
陽
」
の
よ
う
な
存
在
に

な
り
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い

ま
す
。

同
友
会
へ
入
会
し
て
か
ら
早
い
も

の
で
11
年
経
ち
ま
す
。
父
の
よ
う
な

先
輩
方
や
頼
れ
る
兄
貴
た
ち
に
経
営

の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
り
、
同
世

代
の
仲
間
と
の
本
音
の
ぶ
つ
か
り
合

い
が
出
来
る
大
田
支
部
の
お
か
げ
で
、

経
営
に
つ
い
て
無
知
だ
っ
た
私
は
大

変
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
大
田
支
部
で
学
び
続
け
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
本

題
に
入
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
管
轄
し
て
い
る
助

成
金
に
「
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上

助
成
金
」
と
い
う
比
較
的
受
給
し
や

す
い
助
成
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
助
成
金
を
受
給
で
き
る
業
種

は
、「
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
建
設
業
、

製
造
業
、
電
気
業
、
情
報
通
信
業
、

運
輸
業
・
郵
便
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連

業
、
医
療
・
福
祉
業
、
廃
棄
物
処
理

業
」
で
す
。

次
に
あ
げ
る
雇
用
管
理
制
度
を

「
事
前
に
提
出
す
る
計
画
に
従
っ
て
導

入
す
る
」と
助
成
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

ソ
ラ
ー
レ

社
会
保
険
労
務
士
法
人

大
谷
雄
二

東京中小企業家同友会大田支部
→☎03-3261-7201

年間スケジュール （現時点の予定） Schedule

4月 10月

4月 10月
5月

5月
11月

11月

12月
6月

12月

7月 1月

7月 1月

8月 2月

3月

9月 3月

9月 4月

8日 7日

17日 21日
13日

20日
4日

11日

2日
3日

9日

1日 6日

8日 13日

5日 13、14日

9日

2日 16日

9日 6日

幹事会 幹事会

総会 東京経営
研究集会

幹事会

例会
幹事会

例会

幹事会
幹事会

南部協
合同忘年会

幹事会 幹事会

例会 賀詞交歓会

幹事会 一泊同友会

幹事会

幹事会 例会

例会 幹事会

有倉 井上

佃
大廻

高萩
荒井

河津 山崎

有倉 荒井・河津

皆川

皆川

有倉

井上・山崎
・（有倉）Pio 船堀

タワーホール

Pio
きゅりあん

Pio

KKR熱海の予定

幹事会 経営研究集会

リバー
社員の心

幹事会

21研 正副

ブロック合同

経営指針

大森

月 月カテゴリー カテゴリー会場 会場司会 司会担当ブロック 担当ブロック正副・例会の担当 正副・例会の担当日 日
1  東京同友会の
　 三つの目的に向かい行動を取る

我々は、経営の勉強をする
  （多くの経営者の理念を学ぶ）会である。
経営者としての資質を育て磨く
経営上の悩みを相談し合える仲間をつくる
中小企業が生きて行き易くする為に、
みんなの意見を聞き、政策提言をする。
会社の業績を伸ばし、地域の雇用の一旦を担う。

良き経営者になる
良き会社をつくる
良き経営環境をつくる

2  同友会の存在意義を忘れず活動する

経営に効くTIPS !

同友会大田支部活動の基本理念

※6/6赤澤氏　6/20皆川氏　6/27河津氏
土曜日の立正大学経営総合特論

※どこかの日程で納涼会
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「
利
益
が
伸
び
な
い
」、「
業
績
が
悪
化
の
一
途
」、

そ
ん
な
時
ど
う
し
ま
す
か
？

「
経
営
指
針
を
深
め
広
め
る
会
」（
以
下
、
指
針
の
会
）
で
は
、

会
友
の
経
営
者
が
、
困
っ
て
い
る
会
友
会
社
の
問
題
点
を
経
営
指
針
と
い
う

観
点
か
ら
客
観
的
に
指
南
。
そ
れ
を
受
け
、
自
社
の
改
善
点
を
探
り
、

経
営
の
根
幹
を
改
め
て
見
つ
め
、
会
社
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
決
定
す
る
。

会
友
に
な
っ
た
ば
か
り
の
会
社
に
お
す
す
め
の
会
だ
。

「
経
営
指
針
を
深
め
広
め
る
会
」

卓
さ
ん
は
、
足
立
支
部
所
属
。
大
田

支
部
で
出
会
っ
た
熟
練
経
営
者
か
ら

「
ぜ
ひ
指
針
の
会
の
部
会
長
を
や
っ
て

欲
し
い
」
と
熱
烈
に
お
願
い
さ
れ
た
人

気
社
労
士
だ
。

今
回
う
か
が
っ
た
１
月
30
日
は
、

蒲
田
の
P
i
o
で
開
催
。
10
名
ほ
ど
の

参
加
者
が
出
席
し
、
寺
嶋
部
会
長
よ

り
会
の
説
明
が
あ
っ

た
後
、
同
じ
く
足
立

支
部
の
長
谷
川
さ
ん

が
自
社
の
課
題
を
発

表
。
長
谷
川
さ
ん
の

会
社
・
ア
ー
ス
ウ
イ

ン
ド
株
式
会
社
で
は
、

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
と
い

う
人
命
救
助
に
関
す

る
専
門
技
能
を
持
っ

た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、

在
の
「
指
針
の
会
」
は
、「
悩

ん
で
い
る
経
営
者
の
力
に
な

イ
ン
の
事
業
と
し
て
い
る
。
長
谷
川
さ

ん
の
現
在
の
悩
み
は
、
よ
り
事
業
を

拡
大
し
、
売
り
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
。

一
通
り
事
業
内
容
の
説
明
が
終

わ
っ
た
後
、
参
加
し
て
い
た
経
営
者
た

ち
が
次
々
と
質
問
や
、
そ
の
回
答
に

あ
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
る
。「
安

全
の
啓
蒙
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
企
業
信
用
度
が
増
す
の
で
は
な
い

か
？
」「
そ
れ
っ
て
商
売
に
な
る
の
？
」

等
、
時
に
は
厳
し
い
指
摘
も
出
る
。

中
途
半
端
な
考
え
方
で
は
、
到
底
太

刀
打
ち
で
き
な
い
。

会
も
中
程
に
な
る
と
、
２
班
に
別

れ
、
新
し
く
会
に
来
た
経
営
者
が
先

ほ
ど
の
長
谷
川
さ
ん
と
同
様
に
、
自

社
の
事
業
の
説
明
と
現
在
の
悩
み
を

発
表
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ぐ
い
ぐ
い
と

先
輩
経
営
者
が
指
摘
を
す
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
自
分
の
会
社
の
根
幹
を
素

直
に
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
次
な
る

一
手
を
ど
う
出
す
か
が
見
え
て
く
る
。

会
も
終
わ
る
頃
に
は
、
参
加
し
た
経

営
者
と
一
気
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
。
大

田
支
部
に
入
っ
た
ら
ま
ず
参
加
し
て

欲
し
い
、
厳
し
く
て
楽
し
い
会
だ
。

１月30日に開かれた指針の会の様子。経営
者に経営者がつっこみを入れる、厳しいけ
れど、確実に「経営の勉強」になる会。

指針の会部会長　寺嶋卓さん

高輪ヂーゼル（株）　杉崎社長

　結婚は、しようと思うとできず、するつもりがなかったのにし
てしまうもの…。それゆえ、大田支部会友の会社の中にも、結
婚したい！　と日々思っている人たちも多いんじゃないか？！
　ある日、幹事会にやってきたガクヨーの小林さんが、「婚活パー
ティ」を企画していることを皆に発表した。結婚相手のいない同
友会会友会社の社員向けの企画である。送られてきた案内には、
こう書いてある。「企業のトップが、社員の幸せに親身になれる
チャンスだと思っております」。
　また、小林さんは、大田支部のブロック会（経営者下駄ばき
交流飲み会）を立ち上げた人物でもあり、婚活プロジェクト以
外に、目下「蒲田ブロック」を立ち上げようとしている。
　第一回目の「婚活パーティ」は、４月18日（土）。場所は、多
摩川駅から程近い「田園調布倶楽部」にて、18時から開催される。
ぜひともご参加を！

【 婚活パーティ（第１回） 】
開催日：2015年４月18日（土） 時間：18:00〜20:00

参加費：男性6,000円  女性4,000円
お問い合わせは事務局まで！

ガクヨーの小林さんが立ち上げた

おせっかい
婚活プロジェクト

代表世話人
小林剛太郎さん

高
輪
ヂ
ー
ゼ
ル
株
式
会
社

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
も
楽
し
め
る
城
南
島
海

が
、
実
際
の
経
常
利
益
は
年
を
経
る

ご
と
に
増
加
。
例
え
ば
、
支
社
ご
と

に
目
標
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

で
は
、
社
員
10
名
の
支
社
で
経
常
利

益
９
０
０
０
万
円
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
売
り
上
げ
の
目
標
数
値

は
、
固
定
費
と
し
て
社
員
の
賞
与
を

４
ヶ
月
与
え
る
こ
と
を
前
提
に
組
む

こ
と
か
ら
決
め
て
い
ま
す
。
杉
崎
さ

ん
の
父
が
社
長
だ
っ
た
頃
は
、
単
純

に
今
ま
で
の
売
り
上
げ
の
10
％
ア
ッ

プ
と
い
う
こ
と
の
み
を
目
標
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
と
、
社
員
の

ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
方
式
の

方
が
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
長
交
代
に
伴
っ
て
は
じ

め
た
の
が
、
各
支
店
長
と
役
員
が
集

ま
る
支
店
長
会
議
で
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
開
催
。
そ
の
前
の
週
の
月
曜

日
に
開
か
れ
る
役
員
会
議
で
上
が
っ

た
問
題
を
議
論
す
る
場
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
会
社
の
周
辺
を
掃
除
す
る
地

域
活
動
、
ま
た
中
途
社
員
に
は
一
ヶ

月
に
本
を
２
冊
読
み
、
夜
は
11
時
に

就
寝
、
６
時
に
起
床
し
て
８
時
に
は

会
社
に
出
社
す
る
と
い
う
習
慣
を

作
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
１
週
間
の

は
じ
め
に
朝
早
く
出
社
し
、
仕
事
の

準
備
を
す
る
。
こ
れ
だ
け
聞
く
と
、

「
ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ
る
の
で
は
」
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
員
の

や
る
気
を
最
大
限
会
社
に
向
け
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
や
は
り
会

社
の
利
益
が
上
が
れ
ば
、
必
ず
社
員

の
給
与
に
反
映
す
る
と
明
記
し
た
経

営
計
画
書
を
作
成
し
た
か
ら
で
す
。

こ
の
経
営
計
画
書
の
中
で
注
目
し

た
い
の
が
「
社
長
の
約
束
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
。
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て

い
ま
す
。

社
員
に
対
す
る
約
束
を
、
文
章
で

残
す
こ
と
は
、
か
な
り
勇
気
の
い
る
こ

と
で
す
。
約
束
を
破
れ
ば
、
確
実
に

社
員
の
気
持
ち
は
落
ち
ま
す
。
お
話

に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
営
計
画
書
を
出

版
す
る
前
に
は
そ
の
下
書
き
を
肌
身

離
さ
ず
持
ち
歩
き
、
何
度
も
書
き
直

し
な
が
ら
苦
心
の
末
完
成
す
る
の
だ

と
か
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
す
べ
て
は
、

社
員
が
気
持
ち
良
く
働
け
る
環
境
を

つ
く
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
利
益
を

上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

「
会
社
が
ア
ガ
る
サ
イ
ク
ル
」
を
、
高

輪
ヂ
ー
ゼ
ル
の
杉
崎
社
長
は
生
み
出

し
、
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を

も
っ
と
よ
く
し
た
い
。
そ
の
強
い
思
い

は
、
必
ず
達
成
で
き
る
の
で
す
。

❶	
会
社
の
利
益
責
任
は
、
社
長
た

だ
一
人
の
責
任
で
す
。

❷	
社
員
の
皆
さ
ん
と
家
族
の
生
活

の
安
定
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

❸	

広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
会
社

を
実
現
し
ま
す
。

❹	

目
標
経
常
利
益
達
成
時
に
は
そ

の
１
／
10
を
社
員
の
皆
さ
ん
に

還
元
し
ま
す
。

❺	

高
輪
ヂ
ー
ゼ
ル
で
働
い
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
え
る
会
社
に

し
ま
す
。

杉
崎
武
春
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

同
友
会
歴
32
年
。
同
友
会
大
田
支
部
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
重
鎮
。
そ
れ
が
、

高
輪
ヂ
ー
ゼ
ル（
株
）の
杉
崎
武
春
氏
。
い
つ
も
笑
顔
で
微
笑
ん
で
い
て
、
ま
た
同
友

会
の
大
事
な
場
面
で
、
常
に
「
経
営
計
画
書
を
作
れ
ば
必
ず
会
社
は
よ
く
な
る
」
と

明
言
し
て
き
た
氏
の
城
南
島
の
会
社
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Interview with  Takeharu Sugisaki

Takanaw
a D

iesel

水
泳
や
、
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
時

に
お
こ
る
心
臓
発
作

や
心
臓
破
壊
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
、

安
全
管
理
業
務
を
メ

参加体験レポート

浜
公
園
で
知
ら
れ
る
城
南
島
に
は
、

同
友
会
会
友
の
会
社
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
佃
支
部
長
の
ニ
ッ
コ
ー
化

学
研
究
所
。
井
上
健
太
郎
さ
ん
の
井

上
製
作
所
な
ど
な
ど
…
。
そ
ん
な
城

南
島
に
杉
崎
武
春
社
長
の
会
社
・
高

輪
ヂ
ー
ゼ
ル
も
あ
り
ま
す
。

会
社
を
訪
問
し
て
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
ど
の
社
員
さ
ん
も
笑
顔
で
明

る
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

杉
崎
社
長
は
23
歳
の
時
に
父
で
あ

る
前
社
長
か
ら
、「
我
が
社
は
3
年
も

た
な
い
」
と
言
わ
れ
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社

に
入
社
し
て
い
た
が
、「
父
上
も
70
歳

だ
か
ら
」
と
役
員
に
説
得
さ
れ
、
30

歳
で
現
社
に
入
社
。
バ
ブ
ル
が
弾
け
終

わ
っ
た
平
成
2
年
、
40
歳
で
会
社
を

引
き
継
ぎ
、
こ
こ
５
年
間
は
売
上

20
億
を
30
億
に
ア
ッ
プ
。
そ
の
成
長
理

由
は
、
経
営
計
画
書
を
創
り
、
良
い

習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

社
長
に
就
任
し
た
当
時
、
毎
週
金

曜
日
に
経
営
計
画
書
を
つ
く
る
会
に

参
加
し
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
作

成
に
あ
た
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

経
営
計
画
書
は
、
作
成
当
初
は
社

員
ひ
と
り
頭
の
目
標
経
常
利
益
を

１
０
０
万
円
と
設
定
し
て
い
ま
し
た

オ

現ろう」
を
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
例

会
後
に
は
元
気
に
な
れ
る
部
会
、
月

に
一
回
は
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
敷
居
や

垣
根
を
越
え
て
純
粋
に
学
び
の
場
と

し
て
例
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
部
会
。

指
針
の
会
の
部
会
長
を
務
め
る
寺
嶋

先日出席した幹事会で、都立高専担
当の田中さんより手渡された１冊。

『大田区の法則』と題した本には、
大田区民なら「あるある！」と頷く
ネタが300紹介されている。この本
を作っている奥山睦さんが、同友会
大田支部の会友。大田区民なら手元
に置いておきたい１冊です。

『大田区の法則』
大田区の法則研究委員会編

会友さんが出した本Introduction of the book


